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1．はじめに

近年、化学物質による環境汚染が広まり大きな開港

となっている。CASに登録された化学物質は1000万種

を越え、商業的利用をされているものだけでも10万種

類以上といわれている1）。これらの化学物質はやがて何

らかの形で環境中に放出されることになる。しかし、

化学物質の環境中での挙動や生態に与える影響につい

てはいまだ未解明な部分が多い。

我が国の過去に．おける水俣病、イタイイタイ病の事

例やDDT等の環境汚染において、食物連鎖を通じた生

物濃縮の重要性が明らかになっている。ほとんど無害

ともいえる濃度の排出であっても生物濃縮を通じて有

害なレベルまで到達することがあり、その影響は思い

もかけぬ生物に影響する2）。その中で藻類は水生昆虫や

魚の餌として水環境中での食物連鎖の入口に位置して

いることから、化学物質の生態系への影響を見る上で

藻類の環境中での役割を検討することは重要だと考え

られる。しかしながら、藻類は通常においては底質等

と一体で扱われることが多く単独ではほとんど調査さ

れていないため、環境中での化学物質の挙動にどのよ

うに関与しているのか明らかではない。

そこで今回、環境中での藻類の役割の一端を解明す

るため、培養した藻類を用い土壌殺菌剤として比較的

広く使用されている有機塩素系農薬であるペンタタロ

ロニトロベンゼン（PCNB）の挙動を検討したので報告

する。

2．2　PCNBの添加

実験はPCNBを添加した培地で9日間クロレラを培養

し、3・6日目を除く7回について経目的にPCNBの変

化を調査した。PCNBはジメチルスルフォキシドを用い

て濃度調整を行い、事前に行った予備実験からクロレ

ラの増殖に影響を与えない濃度として、0．20／Jg／ml

（添加量として20〃g）を添加した。

2．3　PCNBの分析

培養したクロレラは懸濁物質測定用のガラス繊維濾

紙で捕集後、アセトン抽出・ヘキサン転落を行い、フ

ロリジルの固相カラムでクリーンアップを行った。培

地はヘキサンで抽出し、それぞれECD－GCで分析を行

った。PCNBの分解生成物であるペンタクロロチオアニ

ソール（PCTA）、ペンタクロロアニリン（PCA）につ

いては、標準物質とGC－MSを用い確認を行った。4）‾

2．4　EOXの測定

実験対象物質が有機塩素系農薬であることから、有

機塩素化合物のトータル量について検討するため、各

試料について抽出性有機塩素化合物量（EOX）の測定

を行った。TOXの測定は三菱化学㈱製仝有機ハロゲン

分析装置　TOXlO－∑、EOX試料導入装置は三菱化学

㈱製　CRI－02を用いて行った。

2．実験方法

2．1藻類の培養

培養した藻類はクロレラ（Cんbre〃αUUJgαrfg）で、

300mlの三角フラスコ中にC培地3）100mlを入れ、25℃

のインキュベータ内で、30001uxで24時間照射し培養を

行った。
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3．結果及び考察

3．1　培地中のPCNB量

培地中でのPCNB量を図1に示す。培地中のPCNB量

は徐々に減少し9日目で最初の添加量の約2／3まで

減少した。一方クロレラを培養しなかった培地中（以

下ブランクとする）のPCNB量は、ほとんど変化が見ら

れなかった。このことからクロレラがPCNBの減少に何

らかの関与をしていることが考えられる。

3．2　クロレラの分析結果



培養したクロレラの分析結果を図2に示す。1日目

のPCNB量は0．006FLgであったが、培養開始2日目で

田クロレラを培養した培地　■ブランク
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図1培地中のPCNB量

PCNB量が0．16／Lgと最大値を示した、その後日数の経

過とともに減少傾向を示した。また、培養2日目から

PCm、PCAが検出され、徐々に増加していく結果が得

られた。PCTA、PCAは、PCNBが生分解されて生成す

るといわれている4）‾81

■PCNB llPCm　　田PCA
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図2　クロレラ中のPCNB等の量

3．3　PCTAの分析結果

PCTAの量的変化を図3に示す。クロレラ中のPCm

は、日数の経過とともに増加している。環境中では生

分解には、バクテリアが大きな役割を果たしていると

一般的に言われているが、今回、無菌的に純粋培養し

たクロレラ中で生分解生成物のPCTAが生成したことか

ら、クロレラそのものがPCNBをクロレラ中に取り込み、

その後の生分解に大きく関与しているものと考えられ

る。また培地中のPmは、培養開始直後は検出されな

かったが、5日目から検出され、日数の経過とともに

検出量が多くなる傾向を示した。この時、同時に行っ

たブランクの培地からはPmは検出されなかった。こ

のことからクロレラによるPCNBの分解生成物として生
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成したPCTAが培地中に溶け出していくものと考えられ

る。

田クロレラ　のPCm量■培地　のPCIA量
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図3　PCTAJ

3．4　PCAの分析結果

PCAの量的変化を図4に示す。PCAは伏脇等の調査

では、実際の環境中において同じ分解生成物のPmよ

りもより多く検出されている9）。今回の調査では、

『クロレラ　　■培地　　田ブランク
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図4　PCA量

Pmと同様にクロレラの培養2日目からクロレラ中及

びクロレラ濾過後の培地中からも検出されており、日

数の経過とともに検出量も多くなってきた。培地中の

PCAの量がクロレラ中の量に比べかなり多いことから、

分解により生成したPCAはクロレラ中に蓄積せず速や

かに培地中に溶けだしていくものと考えられる。

この時、ブランク中でもPCAが検出された。量的に

は多少の増減はあるが、日数の経過に係わらず濃度変

化はあまりなかった。両者を比較してクロレラを培養

した方がPCAの生成量がはるかに多いことから、PCA

の生成にクロレラが関与していることは明らかである

と考えられる。なお、PCAが培養開始1日目からブラ

ンク中で検出されたことについては、光分解などの原

因が考えられるが今のところ不明である。
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3．5　EOXの分析結果

EOXの測定結果を図5に示す。クロレラ培養試料

（培地とクロレラの合計）とブランクの分析値を比べる

と、ブランクの分析値が若干高めの傾向を示すが両者

の測定値に大きな差は見られなかった。両者とも培養

の初期にはPCNB（C6C15NO2）の添加量12FLg（添加

したPCNB中の塩素量）より高い値を示し徐々に減少傾

向を示している。EOXは抽出した有機ハロゲン化合物

をTOX計で測定するものであるが、TOXの測定では硫

黄、リン酸、鉄等が妨害を示す10）。これらの物質は培地

の成分として含まれており、これがEOXの測定値を高

くしている原因の一つではないかと推測される。一方、

PCNB、Pm、PCAの測定値の合計量（化合物中の塩

素量に換算）を図6に示す。ブランクの分析値はほと

んど変化しなかったのに対しクロレラ培養サンプルの

方は培養9日目で約2／3に減少した。EOXの測定値

では両者の間にほとんど差が見られなかったことから、

クロレラ培養サンプル中のPCNBはPCTA、PCAからさ

らに別の有機塩素系の化合物に分解が進行しているこ

とを示すと考えられる。
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図5　クロレラ及びブランク中のEOX量

臼クロレラ合計『ブランク
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図6　クロレラ、ブランク中のPCNB等の霊

4．結論

使用したクロレラは無菌的に純粋培養したものであ

ることから、今回の実験でのPCNBの分解はクロレラそ

のものがPCNBを体内に取込んだ後、生分解に関与して

いると考えられる。さらに、分解によって生成した分

解生成物の一部は、クロレラ中から培地中に排出され

る事が明らかになった。このことから、クロレラは化

学物質の蓄積、分解に大きく関与しているものと考え

られる。
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